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（１）近年の大規模災害（水害・土砂災害）
から得た課題
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鬼怒川における平成２７年９月関東・東北豪雨の概要
H28.1.29 関東地方
整備局ＨＰより



4

鬼怒川における被災箇所
H28.1.29 関東地方
整備局ＨＰより
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鬼怒川の氾濫による浸水状況
H28.1.29 関東地方
整備局ＨＰより



鬼怒川における水害での主な特徴

①多くの住宅地を含む広範囲が長期間にわたり浸水したこと
○常総市の約１／３の面積に相当する約40km2が浸水し、常総市役所も孤立
○宅地及び公共施設等の浸水が概ね解消するまでに10日を要した

②堤防決壊にともなう氾濫流により、多くの家屋が倒壊・流失したこと
○常総市三坂町地先（左岸21km付近）で、堤防が約200m決壊
○決壊箇所周辺では、氾濫流により多くの家屋が倒壊・流失

④近年の洪水では類を見ないほどの多数の孤立者が発生したこと
○約4,300人が自衛隊等のヘリコプターやボートにより救助

⑤隣接する市に避難したこと
○常総市では、隣接市に避難場所の開設を依頼し、これた市外の避難場所に避難者の半

数以上が避難
○ピーク時には、35市町村の避難所299箇所に、10,390人が避難

③避難勧告等の発令が遅れたこと

⑥必ずしも十分な土のう積み等の水防活動ができなかったこと
○急激な水位の上昇の中、消防団は避難誘導活動に手を取られていた
※平成28年2月17日、第１回鬼怒川・小貝川下流域
大規模氾濫に関する減災対策協議会資料より

水防災意識社会 再構築ビジョン
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平成２６年８月 広島市の土砂災害

H27.8.27 水管理・国土保全局 記者発表
水災害分野における気候変動適応策のあり方について



広島における土砂災害での主な特徴

①基礎調査や警戒区域等の指定が完了していない区域が多く、住民に土砂
災害の危険性が十分に伝わっていなかった。

②土砂災害警戒情報が直接的な避難勧告等の基準にほとんどなっていな
い。

③避難場所や避難経路が危険な区域内に存在するなど、土砂災害からの
避難体制が不十分な場合があった。

土砂災害防止法の一部改訂

※平成26年10月14日、「土砂災害警戒区域等における土
砂災害防止対策の推進に関する法律の一部を改正する
法律案」についての水管理・国土保全局からの貴社発表
資料より
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（２）それら課題に対する国の施策
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H27.12.11 水管理・国土保全局 記者発表

水防災意識社会 再構築ビジョン
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H27.12.11 水管理・国土保全局 記者発表

水防災意識社会 再構築ビジョン
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H27.12.11 水管理・国土保全局 記者発表

洪水を安全に流すためのハード対策

○流下能力が著しく不足している、あるいは漏水の実績があるなど、優先的に整備が必
要な区間について、堤防のかさ上げや浸透対策などの対策を実施する。
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H27.12.11 水管理・国土保全局 記者発表

危機管理型ハード対策、いわゆる粘り強い構造の堤防等の整備

○氾濫リスクが高いにも関わらず、当面の間、上下流バランスの観点から堤防整備に至ら
ない区間などについて、粘り強い構造の堤防など危機管理型のハード対策を実施する。



堤防等河川管理施設の今後の整備内容（淀川水系木津川上流）
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○「洪水を安全に流すためのハード対策」として流下能力対策、浸透対策を実施。
○上下流バランス等の観点からも堤防整備に至らない区間については「危機管理型ハード対策」として
決壊までの時間を少しでも引き延ばせるよう、堤防構造を工夫する対策を実施する。

近畿地方整備局HPに掲載近畿地方整備局HPに掲載
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H27.12.11 水管理・国土保全局 記者発表

住民目線のソフト対策



土砂災害防止法の一部改訂

※内閣府 総合的な土砂災害対策検討ワーキンググループ
平成27年1月29日 第２回ワーキンググループ資料より
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17
国としてのソフト対策の技術的支援

避難体制づくり等を支援
H27.8.27 水管理・国土保全局 記者発表
水災害分野における気候変動適応策の
あり方について



（３）国の施策に対する事務所の取り組み状況
と課題
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①情報伝達、避難計画等に関する事項
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川上ダム

相楽取水堰 大河原取水堰

高岩井堰

上野遊水地

木津川

服部川

鹿高井堰

ナルミ井堰

キトラ井堰

木津川上流河川事務所管理区間

笠置町

奈良市

宇陀市

山添村

名張市

伊賀市

南山城村

御杖村
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岩倉水位観測所

名張水位観測所

市町長による避難勧告等の発令判断の目安であり、住民の避難判断の
参考になる水位。

市町長による避難準備情報の発令判断の目安であり、住民のはん濫に
関する情報への注意喚起になる水位。

のり崩れ、洗掘、漏水などの災害が発生する危険性がある水位。水防
団が出動して警戒にあたる水位。

水防団が水防活動の準備を始める目安となる水位

洪水時における河川に関する情報提供等の内容及びタイミング
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○木津川、名張川では、避難勧告の発令判断の目安となる
氾濫危険情報の発表等の洪水予報を実施している。
○洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受けた
場合の対応について共有している。
○はん濫危険水位は、受け持ち区間内の危険個所におい
てはん濫がはじまる水位を基準水位観測所の水位に換算し
、避難に必要な時間を考慮して設定している。

はん濫危険水位：7.60
避難判断水位 ：6.80
はん濫注意水位：6.00
水防団待機水位：4.50

はん濫危険水位：7.70
避難判断水位 ：6.70
はん濫注意水位：6.00
水防団待機水位：4.50

基準水位観測所と水防受け持ち区間

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

洪
水
予
報
の
発
表

【避難判断等の目安となる河川情報の提供】



避難勧告等の発令基準
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名
張
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【課題】
●避難勧告発令時期や対象地区を明確にするため、時系列避難行動計画の策定が必要。
●地域防災計画等への反映、や時系列避難行動計画に基づいた防災訓練の実施が必要。

【現状】
○地域防災計画等に避難勧告等発令の基準が記載されている。



②住民等へ周知・教育・訓練に関する事項
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国土交通省による浸水想定区域図の公表

23

URL:http://www.kkr.mlit.go.jp/kizujyo/bousai/zone/map.html

伊賀市域 名張市域

平成１４年６月公表

【現状】
○水防法第１４条に基づき、木津川、服部川、柘植川、名張川、宇陀川で堤防が決壊した場
合を想定した浸水想定区域図を木津川上流河川事務所ホームページで公表している。



＜洪水ハザードマップ（名張市作成）＞

【現状】
○水防法第１５条に基づき、洪水浸水想定区域を含む市町村の長は、洪水・土砂災害

ハザードマップを作成し、住民に 配布している。

※名張市HPから抜粋

平成14年6月14日公表
平成27年水防法改定により現在見直し中

市町村によるハザードマップの公表
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＜名張川浸水想定区域図（国土交通省作成）＞



避難場所・避難経路
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湛水エリア内に多くの避難所が
設定されている

【課題】
●関東・東北豪雨のような大規模な被災により、市町村内の広範囲が浸水することを

想定した避難経路や隣接市町村内の避難場所へ広域避難を想定していない。

常総市のハザードマップ

【現状】
○洪水・土砂災害ハザードマップを市町村で作成し、住民へ配布している。
○各市町村の地域防災計画において、市町村内の避難場所を設定している。



③円滑かつ迅速な避難に資する
施設整備に関する事項
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住民等への情報伝達の体制や方法（１）
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【現状】
○河川水位、洪水予報等の情報をインターネット回線を通じて、市町村向け「川の防災情報」

や事務所のホームページで提供している。

リアルタイムで
川の水位情報
を確認できる

洪水予報等の河川
情報が分かる

市町村名で地域を
選択できる

川の防災情報では、「雨の状況」、「川の水位と危険
性」、「川の予警報」等がリアルタイムで確認できる。
（PC版、スマホ版、携帯版）

市町村単位で選択（例：名張市）

名張川（名張観測所）



住民等への情報伝達の体制や方法（２）
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デジタル放送のデータ放送で河川水位を確認できる

【現状】
○テレビのデータ放送や地元ケーブルテレビを通じて、木津川、服部川、柘植川、名張川

、宇陀川のライブ映像の情報提供している。

【課題】
●情報の入手しやすさや伝わりやすさを向上させた工夫が必要。

アドバンスコープ、伊賀上野ケーブルテレビでライブ映像が確認できる

アドバンスコープ伊賀上野ケーブルテレビ

デジタル放送の例

伊賀上野CATV アドバンスコープ

大野木橋 新町橋

木興橋 名張大橋

市場 新夏見橋

平野川全景 大屋戸橋

服部橋下流 沖津大橋

新服部橋下流 錦滝橋

柘植川

伊賀上野

島ヶ原大橋

配信先一覧



④水防活動の効率化及び水防体制の強化
に関する事項
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川上ダム
（建設中）

上野遊水地

木津川

服部川

笠置町

奈良市

宇陀市

山添村

名張市

伊賀市

南山城村

御杖村

曽爾村

洪水に対しリスクが高い区間の共同点検
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H28.1.12 名張川（名張市）

堤防高、堤内地状況の確認

【現状】

○昨年より、重要水防箇所や危険箇所について、沿川市町村職員・消防団（水防団）・河川
管理者・ダム管理者などとの共同点検を行い水害リスクの情報共有を図っている。

H28.1.29 木津川（伊賀市）

堤防高、堤内地状況の確認

堤防高、堤内地状況の確認

H28.2.10 宇陀川（宇陀市）

堤防高、堤内地状況の確認

H28.2.26 木津川（南山城村）

洪水に対しリスクが高い区間の共同点検

【課題】
●一般住民の方も含めて、継続的に取り組んで行くための仕組みが必要。



⑤社会経済活動の回復を可能とするための
排水活動の取り組み
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排水施設、排水資機材の操作・運用
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【現状】

○排水ポンプ車や照明車等の災害対策車両・機器は平常時から定期的な保守点検を行い、機械
を扱う職員等への訓練・教育に取り組むことで、常時災害発生による出動体制を確保している。

排水ポンプ車（伊賀市）

【自治体への災害支援】

排水ポンプ車（国土交通省）

台風11号における災害対策車両の活動



⑥避難態勢づくり等の支援
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避難体制づくり等を支援

住民

市町村

国 府県

（平常時）
・ホットライン等の情報伝達網の構築
・土砂災害を想定した技術的な助言

（緊急時）
・大規模な土砂災害に備える情報共有 など

支援

情報伝達・避難勧告等

通報

要請

支援

要請
支援

要請


